
大
気
汚
染
防
止
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
案
新
旧
対
照
表

○
大
気
汚
染
防
止
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
・
通
商
産
業
省
令
第
一
号
）
（
抄
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業
の
実
施
の
届
出
）

（
特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業
の
実
施
の
届
出
）

第
十
条
の
四

（
略
）

第
十
条
の
四

（
略
）

２

法
第
十
八
条
の
十
五
第
三
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、

２

法
第
十
八
条
の
十
五
第
三
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

注
文
者
の
氏
名
又
は
名
称

三

特
定
工
事
を
施
工
す
る
者
の
現
場
責
任
者
の
氏
名
及
び
連
絡

四

届
出
を
す
る
者
の
現
場
責
任
者
の
氏
名
及
び
連
絡
場
所

場
所

四

（
略
）

五

（
略
）

（
作
業
基
準
）

（
作
業
基
準
）

第
十
六
条
の
四

石
綿
に
係
る
法
第
十
八
条
の
十
四
の
作
業
基
準
は

第
十
六
条
の
四

石
綿
に
係
る
法
第
十
八
条
の
十
四
の
作
業
基
準
は

、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業
を
行
う
場
合
は
、
見
や
す
い
箇
所

一

特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業
を
行
う
場
合
は
、
見
や
す
い
箇
所

に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
表
示
し
た
掲
示
板
を
設
け
る
こ
と
。

に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
表
示
し
た
掲
示
板
を
設
け
る
こ
と
。

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

特
定
工
事
を
施
工
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並

seadmin
参考資料１



び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

ハ
・
ニ

（
略
）

ロ
・
ハ

（
略
）

ホ

特
定
工
事
を
施
工
す
る
者
の
現
場
責
任
者
の
氏
名
及
び
連

ニ

現
場
責
任
者
の
氏
名
及
び
連
絡
場
所

絡
場
所

二

前
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
別
表
第
七
の
中
欄
に
掲
げ
る

二

前
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
別
表
第
七
の
中
欄
に
掲
げ
る

作
業
の
種
類
ご
と
に
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

作
業
の
種
類
ご
と
に
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

（
特
定
工
事
に
該
当
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
建
設
工
事
）

（
新
設
）

第
十
六
条
の
五

法
第
十
八
条
の
十
七
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め

る
建
設
工
事
は
、
次
に
掲
げ
る
建
設
工
事
と
す
る
。

一

平
成
十
八
年
九
月
一
日
以
後
に
設
置
の
工
事
に
着
手
し
た
建

築
物
等
を
解
体
し
、
改
造
し
、
又
は
補
修
す
る
作
業
を
伴
う
建

設
工
事
で
あ
つ
て
、
当
該
建
築
物
等
以
外
の
建
築
物
等
を
解
体

し
、
改
造
し
、
又
は
補
修
す
る
作
業
を
伴
わ
な
い
も
の

二

建
築
物
等
の
う
ち
平
成
十
八
年
九
月
一
日
以
後
に
改
造
又
は

補
修
の
工
事
に
着
手
し
た
部
分
を
改
造
し
、
又
は
補
修
す
る
作

業
を
伴
う
建
設
工
事
で
あ
つ
て
、
当
該
部
分
以
外
の
部
分
を
改

造
し
、
若
し
く
は
補
修
し
、
又
は
当
該
建
築
物
等
以
外
の
建
築

物
等
（
平
成
十
八
年
九
月
一
日
以
後
に
設
置
の
工
事
に
着
手
し

た
建
築
物
等
を
除
く
。
）
を
解
体
し
、
改
造
し
、
若
し
く
は
補

修
す
る
作
業
を
伴
わ
な
い
も
の



（
解
体
等
工
事
に
係
る
説
明
の
時
期
）

（
新
設
）

第
十
六
条
の
六

法
第
十
八
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
説
明

は
、
解
体
等
工
事
の
開
始
の
日
ま
で
に
（
当
該
解
体
等
工
事
が
特

定
工
事
に
該
当
し
、
か
つ
、
特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業
を
当
該
特

定
工
事
の
開
始
の
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
開
始
す
る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
当
該
特
定
粉
じ
ん
排
出
等
作
業
の
開
始
の
日
の
十
四
日
前

ま
で
に
）
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
災
害
そ
の
他
非
常
の
事

態
の
発
生
に
よ
り
解
体
等
工
事
を
緊
急
に
行
う
必
要
が
あ
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
速
や
か
に
行
う
も
の
と
す
る
。

（
解
体
等
工
事
に
係
る
説
明
の
事
項
）

（
新
設
）

第
十
六
条
の
七

法
第
十
八
条
の
十
七
第
一
項
前
段
の
環
境
省
令
で

定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

調
査
を
終
了
し
た
年
月
日

二

調
査
の
方
法

三

調
査
の
結
果

（
特
定
工
事
に
係
る
説
明
の
事
項
）

（
新
設
）

第
十
六
条
の
八

法
第
十
八
条
の
十
七
第
一
項
後
段
の
環
境
省
令
で

定
め
る
事
項
は
、
第
十
条
の
四
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す

る
。



（
解
体
等
工
事
に
係
る
掲
示
の
方
法
）

（
新
設
）

第
十
六
条
の
九

法
第
十
八
条
の
十
七
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
掲
示

は
、
掲
示
板
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
解
体
等
工
事
に
係
る
掲
示
の
事
項
）

（
新
設
）

第
十
六
条
の
十

法
第
十
八
条
の
十
七
第
四
項
の
環
境
省
令
で
定
め

る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

法
第
十
八
条
の
十
七
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
調

査
を
行
つ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

調
査
を
終
了
し
た
年
月
日

三

調
査
の
方
法

四

解
体
等
工
事
が
特
定
工
事
に
該
当
す
る
場
合
は
、
特
定
粉
じ

ん
排
出
等
作
業
の
対
象
と
な
る
建
築
物
等
の
部
分
に
お
け
る
特

定
建
築
材
料
の
種
類

別
表
第
七
（
第
十
六
条
の
四
関
係
）

別
表
第
七
（
第
十
六
条
の
四
関
係
）

一

令
第
三
条
の
四
第
一
号

次
に
掲
げ
る
事
項
を
遵
守
し
て
作

一

令
第
三
条
の
四
第
一
号

次
に
掲
げ
る
事
項
を
遵
守
し
て
作

に
掲
げ
る
作
業
（
次
項

業
の
対
象
と
な
る
建
築
物
等
に
使

に
掲
げ
る
作
業
（
次
項

業
の
対
象
と
な
る
建
築
物
等
に
使

又
は
三
の
項
に
掲
げ
る

用
さ
れ
て
い
る
特
定
建
築
材
料
を

又
は
三
の
項
に
掲
げ
る

用
さ
れ
て
い
る
特
定
建
築
材
料
を

も
の
を
除
く
。
）

除
去
す
る
か
、
又
は
こ
れ
と
同
等

も
の
を
除
く
。
）

除
去
す
る
か
、
又
は
こ
れ
と
同
等



以
上
の
効
果
を
有
す
る
措
置
を
講

以
上
の
効
果
を
有
す
る
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。

ず
る
こ
と
。

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

作
業
場
及
び
前
室
を
負
圧
に

ロ

作
業
場
を
負
圧
に
保
ち
、
作

保
ち
、
作
業
場
の
排
気
に
日
本

業
場
の
排
気
に
日
本
工
業
規
格

工
業
規
格
Ｚ
八
一
二
二
に
定
め

Ｚ
八
一
二
二
に
定
め
る
Ｈ
Ｅ
Ｐ

る
Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ａ
フ
ィ
ル
タ
を
付
け

Ａ
フ
ィ
ル
タ
を
付
け
た
集
じ
ん

た
集
じ
ん
・
排
気
装
置
を
使
用

・
排
気
装
置
を
使
用
す
る
こ

す
る
こ
と
。

と
。

ハ

イ
の
規
定
に
よ
り
隔
離
を
行

つ
た
作
業
場
に
お
い
て
初
め
て

特
定
建
築
材
料
の
除
去
を
行
う

日
の
当
該
除
去
の
開
始
前
に
、

使
用
す
る
集
じ
ん
・
排
気
装
置

が
正
常
に
稼
働
す
る
こ
と
を
使

用
す
る
場
所
に
お
い
て
確
認
し

、
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は

、
集
じ
ん
・
排
気
装
置
の
補
修

そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。

ニ

特
定
建
築
材
料
の
除
去
を
行

う
日
の
当
該
除
去
の
開
始
前
に



、
作
業
場
及
び
前
室
が
負
圧
に

保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

、
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は

、
集
じ
ん
・
排
気
装
置
の
補
修

そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。

ホ

（
略
）

ハ

（
略
）

ヘ

イ
の
規
定
に
よ
り
隔
離
を
行

つ
た
作
業
場
に
お
い
て
初
め
て

特
定
建
築
材
料
の
除
去
を
行
う

日
の
当
該
除
去
の
開
始
後
速
や

か
に
、
使
用
す
る
集
じ
ん
・
排

気
装
置
の
排
気
口
に
お
い
て
、

粉
じ
ん
を
迅
速
に
測
定
で
き
る

機
器
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
集

じ
ん
・
排
気
装
置
が
正
常
に
稼

働
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
異
常

が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
直
ち

に
当
該
除
去
を
中
止
し
、
集
じ

ん
・
排
気
装
置
の
補
修
そ
の
他

の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。



ト

ハ
、
ニ
及
び
ヘ
の
確
認
を
し

た
年
月
日
、
確
認
の
方
法
、
確

認
の
結
果
並
び
に
確
認
し
た
者

の
氏
名
並
び
に
確
認
の
結
果
に

基
づ
い
て
補
修
等
の
措
置
を
講

じ
た
場
合
は
、
当
該
措
置
の
内

容
を
記
録
し
、
そ
の
記
録
を
特

定
工
事
が
終
了
す
る
ま
で
の
間

保
存
す
る
こ
と
。

チ

（
略
）

ニ

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

（
略
）

三

（
略
）

三

（
略
）

（
略
）

四

令
第
三
条
の
四
第
二
号

（
略
）

四

令
第
三
条
の
四
第
二
号

（
略
）

に
掲
げ
る
作
業

イ

特
定
建
築
材
料
を
掻
き
落
と

に
掲
げ
る
作
業

イ

特
定
建
築
材
料
を
掻
き
落
と

し
、
切
断
、
又
は
破
砕
に
よ
り

し
、
切
断
、
又
は
破
砕
に
よ
り

除
去
す
る
場
合
は
一
の
項
下
欄

除
去
す
る
場
合
は
一
の
項
下
欄

イ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

を
遵
守
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ

を
遵
守
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ

ら
以
外
の
方
法
で
除
去
す
る
場

ら
以
外
の
方
法
で
除
去
す
る
場



合
は
二
の
項
下
欄
イ
か
ら
ハ
ま

合
は
二
の
項
下
欄
イ
か
ら
ハ
ま

で
に
掲
げ
る
事
項
を
遵
守
す
る

で
に
掲
げ
る
事
項
を
遵
守
す
る

こ
と
。

こ
と
。

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

様
式
第
３
の
４

様
式
第
３
の
４

（別
紙

）

（別
紙

）

様
式
第
８

（第
1
9
条
関
係

）

様
式
第
８

（第
1
9
条
関
係

）

（別
紙

）

（別
紙

）



様式第３の４

特定粉じん排出等作業実施届出書

年 月 日

都道府県知事

殿

市 長

氏名又は名称及び住所並びに

届出者 法人にあつては、その代表者 印

の氏名

電話番号

特定粉じん排出等作業を実施するので、大気汚染防止法第18条の15第１項（第２項）

の規定により、次のとおり届け出ます。

特 定 工 事 の 場 所

（特定工事の名称）

特定工事を施工する者の氏名

又は名称及び住所並びに法人

にあつては、その代表者の氏

名

特定粉じん排出等作業の種 大気汚染防止法施行規則別表第７

類 １の項 建築物等の解体作業（次項又は３の項を除く）

２の項 建築物等の解体作業のうち、石綿を含有する

断熱材、保温材又は耐火被覆材を除去する作

業（掻き落とし、切断、又は破砕以外の方法

で特定建築材料を除去するもの）（次項を除く）

３の項 特定建築材料の事前除去が著しく困難な解体

作業

４の項 改造・補修作業 （件）

特定粉じん排出等作業の実 自 年 月 日 ※整 理 番 号

施の期間 至 年 月 日 ※受理年月日

特 定 建 築 材 料 の 種 類 １ 吹付け石綿 ※審 査 結 果

２ 石綿を含有する断熱材

３ 石綿を含有する保温材

４ 石綿を含有する耐火被覆材

特定建築材料の使用箇所 見取図のとおり。

特定建築材料の使用面積 ｍ2

特定粉じん排出等作業の方法 別紙のとおり。

（新）



参 特定粉じん排出等作業の 建築物（耐火・準耐火・その ※備 考

考 対象となる建築物等の概 他）

事 要 延べ面積 ｍ（ 階建）2

項 その他工作物

特定工事を施工する者の

現場責任者の氏名及び連

絡場所 電話番号

下請負人が特定粉じん排

出等作業を実施する場合

の当該下請負人の現場責

任者の氏名及び連絡場所 電話番号

備考 １ 特定粉じん排出等作業の対象となる建築物等の部分の見取図を添付すること。

見取図は、主要寸法及び特定建築材料の使用箇所を記入すること。

２ 参考事項の欄に掲げる事項は必須の記載事項ではないが、同欄に所定の事項を

記載した場合は、同欄をもつて、大気汚染防止法施行規則第10条の４第２項第１

号に規定する事項のうち特定粉じん排出等作業の対象となる建築物等の概要及び

同項第３号及び第４号に規定する事項を記載した書類と見なす。

３ ※印の欄には、記載しないこと。

４ 届出書、見取図及び別紙の用紙の大きさは、図面、表等やむを得ないものを除

き、日本工業規格Ａ４とすること。

５ 氏名（法人にあつてはその代表者の氏名）を記載し、押印することに代えて、

本人（法人にあつてはその代表者）が署名することができる。

（新）



（新）

別紙

特定粉じん排出等作業の方法

特 定 建 築 材 料 の 処 理 方 法 除去・囲い込み・封じ込め・その他

機 種 ・ 型 式 ・ 設 置 数

排 気 能 力（ｍ／min） （１時間当たり換気回数 回）
3

使用するフィルタの種類及

びその集じん効率（％）

使用する資材及びその種類

その他の特定粉じんの排出又は

飛散の抑制方法

備考 １ 本様式は、特定粉じん排出等作業ごとに作成すること。

２ 使用する資材及びその種類の欄には、湿潤剤・固化剤等の薬液、隔離用のシー

ト・接着テープ等の特定粉じん排出等作業に使用する資材及びその種類を記載す

ること。

３ その他の特定粉じんの排出又は飛散の抑制方法の欄には、大気汚染防止法施行

規則別表第７に規定する「同等以上の効果を有する措置」の内容、散水の方法、

囲い込み又は封じ込めの方法等を記載すること。

４ 作業場の隔離又は養生の状況、前室及び掲示板の設置状況を示す見取図を添付

すること。見取図は、主要寸法、隔離された作業場の容量（ｍ）並びに集じん・3

排気装置の設置場所及び排気口の位置を記入すること。

集
じ
ん
・
排
気
装
置



様式第３の４

特定粉じん排出等作業実施届出書

年 月 日

都道府県知事

殿

市 長

氏名又は名称及び住所並びに

届出者 法人にあつては、その代表者 印

の氏名

電話番号

特定粉じん排出等作業を実施するので、大気汚染防止法第18条の15第１項（第２項）

の規定により、次のとおり届け出ます。

特 定 工 事 の 場 所

（特定工事の名称）

特定粉じん排出等作業の種 大気汚染防止法施行規則別表第７

類 １の項 建築物等の解体作業（次項又は３の項を除く）

２の項 建築物等の解体作業のうち、石綿を含有する

断熱材、保温材又は耐火被覆材を除去する作

業（掻き落とし、切断、又は破砕以外の方法

で特定建築材料を除去するもの）（次項を除く）

３の項 特定建築材料の事前除去が著しく困難な解体

作業

４の項 改造・補修作業 （件）

特定粉じん排出等作業の実 自 年 月 日 ※整 理 番 号

施の期間 至 年 月 日 ※受理年月日

特 定 建 築 材 料 の 種 類 １ 吹付け石綿 ※審 査 結 果

２ 石綿を含有する断熱材

３ 石綿を含有する保温材

４ 石綿を含有する耐火被覆材

特定建築材料の使用箇所 見取図のとおり。

特定建築材料の使用面積 ｍ2

特定粉じん排出等作業の方法 別紙のとおり。

参 特定粉じん排出等作業の 建築物（耐火・準耐火・その ※備 考

考 対象となる建築物等の概 他）

事 要 延べ面積 ｍ（ 階建）2

項 その他工作物

（旧）



注文者の氏名又は名称

届出をする者の現場責任

者の氏名及び連絡場所 電話番号

下請負人が特定粉じん排

出等作業を実施する場合

の当該下請負人の現場責

任者の氏名及び連絡場所 電話番号

備考 １ 特定粉じん排出等作業の対象となる建築物等の部分の見取図を添付すること。

見取図は、主要寸法及び特定建築材料の使用箇所を記入すること。

２ 参考事項の欄に掲げる事項は必須の記載事項ではないが、同欄に所定の事項を

記載した場合は、同欄をもつて、大気汚染防止法施行規則第10条の４第２項第１

号に規定する事項のうち特定粉じん排出等作業の対象となる建築物等の概要及び

同項第３号から第５号までに規定する事項を記載した書類と見なす。

３ ※印の欄には、記載しないこと。

４ 届出書、見取図及び別紙の用紙の大きさは、図面、表等やむを得ないものを除

き、日本工業規格Ａ４とすること。

５ 氏名（法人にあつてはその代表者の氏名）を記載し、押印することに代えて、

本人（法人にあつてはその代表者）が署名することができる。

（旧）



（旧）

別紙

特定粉じん排出等作業の方法

特 定 建 築 材 料 の 処 理 方 法 除去・囲い込み・封じ込め・その他

機 種 ・ 型 式 ・ 設 置 数

排 気 能 力（ｍ／min） （１時間当たり換気回数 回）
3

使用するフィルタの種類及

びその集じん効率（％）

使用する資材及びその種類

その他の特定粉じんの排出又は

飛散の抑制方法

備考 １ 本様式は、特定粉じん排出等作業ごとに作成すること。

２ 使用する資材及びその種類の欄には、湿潤剤・固化剤等の薬液、隔離用のシー

ト・接着テープ等の特定粉じん排出等作業に使用する資材及びその種類を記載す

ること。

３ その他の特定粉じんの排出又は飛散の抑制方法の欄には、大気汚染防止法施行

規則別表第７に規定する「同等以上の効果を有する措置」の内容、散水の方法、

囲い込み又は封じ込めの方法等を記載すること。

４ 作業場の隔離又は養生の状況、前室及び掲示板の設置状況を示す見取図を添付

すること。見取図は、主要寸法、隔離された作業場の容量（ｍ）並びに集じん・3

排気装置の設置場所及び排気口の位置を記入すること。

集
じ
ん
・
排
気
装
置



様式第８（第19条関係）

表

12センチメートル

第 号

大気汚染防止法第26条第３項の規定による身分証明書

職名及び氏名

写 年 月 日生

年 月 日発行

真 年 月 日限り有効

環 境 大 臣

都道府県知事 印

市 長

裏

大気汚染防止法抜すい

第26条 環境大臣又は都道府県知事は、この法律の施行に必要な限度において、政令で

定めるところにより、ばい煙発生施設を設置している者、特定施設を工場若しくは

事業場に設置している者、揮発性有機化合物排出施設を設置している者、一般粉じ

ん発生施設を設置している者、特定粉じん排出者若しくは解体等工事の発注者若し

くは受注者、自主施工者若しくは特定工事を施工する者に対し、ばい煙発生施設の

状況、特定施設の事故の状況、揮発性有機化合物排出施設の状況、一般粉じん発生

施設の状況、特定粉じん発生施設の状況、解体等工事に係る建築物等の状況、特定

粉じん排出等作業の状況その他必要な事項の報告を求め、又はその職員に、ばい煙

発生施設を設置している者、特定施設を工場若しくは事業場に設置している者、揮

発性有機化合物排出施設を設置している者、一般粉じん発生施設を設置している者

若しくは特定粉じん排出者の工場若しくは事業場若しくは解体等工事に係る建築物

等若しくは解体等工事の現場に立ち入り、ばい煙発生施設、ばい煙処理施設、特定

施設、揮発性有機化合物排出施設、一般粉じん発生施設、特定粉じん発生施設、解

体等工事に係る建築物等その他の物件を検査させることができる。

２ 前項の規定による環境大臣による報告の徴収又はその職員による立入検査は、大気

の汚染により人の健康又は生活環境に係る被害が生ずることを防止するため緊急の

必要があると認められる場合に行うものとする。

３ 第１項の規定により立入検査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係

人に提示しなければならない。

４ 第１項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈し

てはならない。

第31条 この法律の規定により都道府県知事の権限に属する事務の一部は、政令で定め

８
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

（新）



るところにより、政令で定める市（特別区を含む。以下同じ。）の長が行うことと

することができる。

第35条 次の各号のいずれかに該当する者は、三十万円以下の罰金に処する。

四 第二十六条第一項の規定による報告をせず、若しくは虚偽の報告をし、又は同

項の規定による検査を拒み、妨げ、若しくは忌避した者

（新）



様式第８（第19条関係）

表

12センチメートル

第 号

大気汚染防止法第26条第３項の規定による身分証明書

職名及び氏名

写 年 月 日生

年 月 日発行

真 年 月 日限り有効

環 境 大 臣

都道府県知事 印

市 長

裏

大気汚染防止法抜すい

第26条 環境大臣又は都道府県知事は、この法律の施行に必要な限度において、政令で

定めるところにより、ばい煙発生施設を設置している者、特定施設を工場若しくは

事業場に設置している者、揮発性有機化合物排出施設を設置している者、一般粉じ

ん発生施設を設置している者、特定粉じん排出者若しくは特定工事を施工する者に

対し、ばい煙発生施設の状況、特定施設の事故の状況、揮発性有機化合物排出施設

の状況、一般粉じん発生施設の状況、特定粉じん発生施設の状況、特定粉じん排出

等作業の状況その他必要な事項の報告を求め、又はその職員に、ばい煙発生施設を

設置している者、特定施設を工場若しくは事業場に設置している者、揮発性有機化

合物排出施設を設置している者、一般粉じん発生施設を設置している者若しくは特

定粉じん排出者の工場若しくは事業場若しくは特定工事の場所に立ち入り、ばい煙

発生施設、ばい煙処理施設、特定施設、揮発性有機化合物排出施設、一般粉じん発

生施設、特定粉じん発生施設、特定工事に係る建築物等その他の物件を検査させる

ことができる。

２ 前項の規定による環境大臣による報告の徴収又はその職員による立入検査は、大気

の汚染により人の健康又は生活環境に係る被害が生ずることを防止するため緊急の

必要があると認められる場合に行うものとする。

３ 第１項の規定により立入検査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係

人に提示しなければならない。

４ 第１項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈し

てはならない。

第31条 この法律の規定により都道府県知事の権限に属する事務の一部は、政令で定め

るところにより、政令で定める市（特別区を含む。以下同じ。）の長が行うことと

８
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ン
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（旧）



することができる。

第35条 次の各号のいずれかに該当する者は、三十万円以下の罰金に処する。

四 第二十六条第一項の規定による報告をせず、若しくは虚偽の報告をし、又は同

項の規定による検査を拒み、妨げ、若しくは忌避した者

（旧）


